 (
確立とその基本的な法則
)



～確立世界のスタートに…～
先生：確率の基本を教える前に、確立を求めるときに必要となる言葉を教えていくよ。
生徒：は～い！
先生：まず、身近な例からだ。君が例えばくじを引いたり、サイコロを投げたりする。このような具体的に行うことを「試行」というよ。そして、その結果のことを「事象」というんだ！
生徒：なるほど～。
先生：そして、起こりうるすべての事象を「全事象」、たとえばサイコロの目を考えるなら１・２・３・４・５・６だよね。逆に、起こりえないことを「空事象」、サイコロなら７がでるようなことだ。
生徒：納得です。
先生：最後に、確立を考える上で大切な考え方、「同様に確からしい」ということを説明するよ。
生徒：ドウヨウニタシカラシイ？なんか変な言い回しですね。
先生：僕も最初はそう思ったんだけど…。まぁ、細かいことは気にしない。「同様に確からしい」というのは、どの事象がおこる可能性も同じということ。たとえば、ちゃんとしたサイコロの目は同様に確からしいけど、「ライオンちゃんとごきげんよう」で使われているサイコロは、同様に確からしくないよね。
生徒：あぁ、あれって、答えてほしい目が出るように細工されていますもんね。
先生：よく知っているな！ここまで分かったら確率の定義を教えよう。
生徒：はい。
先生：すべての事象の数（場合の数とも言うんだけど）がｎ通りあるとしたら、
1. どの２つ事象も重複して起こらない。
1. どの事象がおこる可能性も同様に確からしい
　　　という条件のもとで、事象Aが起こる場合の数がa通りあるのなら、この確率をと定義するんだ。
生徒：先生のお話をまとめると、Aの起こる確率P(A)は
　　　P(A)＝
　　　となるということですね。
先生：その通りだ！

～確率の基本性質～
先生：私がいま話したのは確率の土台部分だ。次はちょっと話を膨らませて、確立の持つ性質について話していくよ。
生徒：はい。
先生：まず、「排反事象」について。Aという事象とBという事象がある場合、それらが同時に起こらないなら、それらを排反事象というよ。そして、AとBが排反なら、AかBが起こる確率は（Aが起こる確率）＋（Bが起こる確率）で示されるよ。
生徒：はい。
先生：次は「余事象」について。当たり前だけど、確率はすべて足すと100％、つまり「１」になるのは分かってくれるよね。
生徒：そりゃそうでしょう。
先生：だから、事象Aが起こらない確率は１－（Aが起こる確率）であらわされるんだ。
生徒：わかりました～。
先生：次は「積事象」と「和事象」についてだ。
生徒：それはなんですか？
先生：AとBという事象があって、AとBが一緒に起こることを積事象、AかBが起きることを和事象というんだ。
生徒：なんで積と和なんですか？何も関係ないじゃないですか！
先生：う～ん、いい質問だね。詳しくは次の章の「独立試行」で触れるのだけれど、ちょっとだけ教えてあげよう。AかBが起きる、つまり和事象は（Aが起きる確率）＋（Bが起きる確率）で求められるし、AとBがいっしょに起こる積事象は（Aが起きる確率）×（Bが起きる確率）で求められちゃうんだ。
生徒：不思議だな～。なんでですか？
先生：そこは次の先生が詳しく教えてくれるから待っててね。
生徒：分かりました。ねぇ、先生。何となくいままでのお話、分かった気がするんだけど…。心配だから、確認できるような練習問題ってありませんか？
先生：よ～し、わかった！先生、張り切って問題をつくっちゃうぞ！
生徒：・・・・・・・・・・・・。

～先生による、簡単な練習問題～
先生：よし、最初は簡単な問題だ。箱の中に５個のボールがありました。４つは青色、１つは赤色。この中から１つのボールを取り出した場合、赤いボールがでる確率は？
生徒：これは簡単ですよ！最初に５個あって、赤いボールが１個。先生が言っていた
P(A)＝
　　　を考えれば、答えはですね。
先生：よし、正解だ！
生徒：へへへ～。
先生：じゃあ、青色のボールが出る確率はいくつだい？
生徒：さっきと同じ要領で考えれば、全部が５つ。青が４つだから、ですよね。
先生：それも間違いじゃないけど、もっとかっこよく、サラッと答えをだせないかな？
生徒：う・・・・・。ヒントをください。
先生：仕方ないな。キーワードは、ボールを取り出す可能性だよ。
生徒：色は分からないけど、ボールを取り出せる可能性は１ですよね。
先生：そうだ。最初の質問で赤いボールを取り出す確率は出ているから…。
生徒：そうか、「余事象」を使えばいいんですね。
先生：その通りだ！
～意外と間違う、確率の罠～
先生：人間の考えと数学的に求められた確率ってのは、案外異なっていることが多いんだ。
生徒：そうですか？さっきのボールの問題なんて、当たり前すぎましたよ？
先生：あれは…まぁ、仕方がない。お前、クラスに何人の友達がいる？
生徒：新学期なんで…。友達はまだ、5人くらいです・・・。
先生：…。そうじゃなくて…。クラスメートは何人いるんだ？
生徒：それなら、５０人です。
先生：その中に、誕生日が同じ二人組がいる確率はどのくらいだと思う？
生徒：そんなこと、滅多におこらないでしょう？そうだな…１０％くらいじゃないですか？
先生：ファイナルアンサー？
生徒：ファイナルアンサー！！！！！
先生：・・・・・・・・・・残念！！！！！
生徒：うぁ・・・・、1,000万円が・・・・って、遊んでないでちゃんと説明してくださいよ。
先生：ごめんごめん、ワルノリが過ぎたね。ちゃんと説明を始めよう。じゃぁ、まず誰か一人をクラスから選ぶ。
生徒：はい。
先生：その人が、隣の人と誕生日が違う確率は？
生徒：じゃないですか？
先生：その通りだ。じゃぁ、反対側の隣の人が、さっきの二人と誕生日が違う確率は？
生徒：さっき先生が教えてくれた積事象ですね？×じゃないですか？
先生：正解だ。これを５０人繰り返していくと・・・・。
生徒：××・・・・・×ですね。
先生：正解。それがいかに小さい数かわかるかい？
生徒：分かるような・・・分からないようなです。
先生：図にしよう。 

本当は分母がもっと大きいから角度は緩くなるけど、こんなに小さくなってしまうんだ。
求めるのは誕生日が誰かと同じだから…
生徒：誰とも違うの余事象ですね！
先生：そのとおり。１－（かなり小さい数）＝１に限りなく小さい数だろ？
生徒：だから高確率なんですね。
先生：そのとおり。おっと時間だ。今日はここまで。お疲れ様。
生徒：ありがとうございました！


参考文献：チャート式　青　数学Ⅰ・A　数研出版

0.8	0.48000000000000004	0.19200000000000003	